東病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	


平成29年4月14日(金)　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：天間　静香

	高橋
	松村
	天間
	澁谷
	畑中
	西村
	上野
	織田
	濱谷
	成田
	鳥谷部

	休
	深
	○
	深
	準
	休
	休
	準
	休
	○
	業

	下野
	中野
	工藤
	加藤
	田口
	田端
	佐々木（真）
	荒木田
	木村
	吉田
	佐々木

（孝）

	○
	○
	○
	休
	年
	準
	○
	○
	休
	休
	深

	水野
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	○
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


＜連絡事項＞

・平成29年度の労働協定等の職員代表として推薦された方の信任投票を下記の日程で行います。詳細は各施設打刻機前の告示を確認、必ず正職員は投票して下さい。
投票期間　　平成29年4月14日（金）～4月15日（土）

＜患者様連絡事項＞

・中川原　義雄様～療養環境変更目的にて東Ａユニット→西Ｂユニットへ転出となる。

・藤井　孝蔵様～療養変更目的にて東合症室→東Ａユニットへ移動となる。本日排便7日ないため、馬渡Drへ報告し、ケンエー浣腸60ml施行指示あり。

・坂　貢様～身体管理目的にて東Aユニット→東合併症室へ移動となる。

・土屋　由貴子様～本日、父様より婦人科受診をさせたいとの希望あり、伊藤Drへ確認し、他科受診行なっている。

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞

・畑中　成夫様～10:00～16:00開放観察行っている。女性患者様や女性スタッフへの話し掛けの多さや妄想発言なく経過している。明日より時間隔離実施予定。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善に向け、看護介入行っていく。

・坂　貢様～スタッフの声掛けに追視をすることや唸り声聞かれている。体動活発にあり、スタッフ数名にて対応。痰絡み著明にあり、吸引施行にて粘稠痰多量に除去。断続的に無呼吸みられ、酸素飽和濃度50％台へ低下。身体管理目的にて東合併症室へ移動となっている。拘束部位の循環障害なく経過。

引き続き身体症状・精神症状の観察を行っていく。

＜要注目患者様＞

・清川　いし様～朝食摂取状況良好であれば点滴は2本で可との指示あるが拒否強くあり、拒食している。指示の点滴施行するが拒否もあり、安全管理のため、身体拘束実施。引き続き精神症状の観察と食事がとれるような介入をおこなっていく。

・堀井　光男様～準夜帯にて38.0℃台の発熱あり。本日は発熱なく経過。適宜吸引施行にて酸素飽和濃度90％以上キープすることできている。介入時、抓る、手で払いのける等の抵抗みられている。本日より点滴3本から4本となり、4/17採血(セット3)指示となっている。

引き続き、身体管理行っていく。

・赤坂　登志様～食事拒否なく摂取している。徘徊、他室侵入等の迷惑行為なし。余暇は臥床して過ごしていること多く、介入に対しての不穏なし。トラブルがないように見守りや介入を行っていく。

＜安ヶ平Dr診察＞

・坂　貢様～現在の状況を安ヶ平Drへ報告。ジプレキサ筋注指示あり、施行している。

＜田名部Dr診察＞

・三浦　久司様～臨時薬同内容で7日分処方となる。精神病陽性症状を思わせる言動なく経過している。経済基盤を整え、措置解除を目指していく。

・小澤　和子様～臨時薬は同内容で7日分処方となる。4/15～4/17外泊予定となっている。内服の管理は兄へ依頼する。

・犹守　佑太様～臨時薬はリスペリドンOD4㎎開始となり、クエチアピン300→700㎎へ増量となり、7日分処方となる。

・畑中　成夫様～臨時薬は同内容で4日分処方となり、以後定期処方となる。開放観察中、女性スタッフへの話し掛けはあるものの性的な接近はなく経過しているため、明日より20:00～6:00の時間隔離へ変更。

・澤村　彬様～トピナ100→150㎎へ増薬となり、7日分処方となる。

・山﨑　清助様～他室侵入、他者の私物弄り等あり、介入に対し、易怒的となることみられている。夜間の睡眠も規則的に取れないため、リスペリドンOD　0.5→1㎎へ増量、ブロチゾラム1T追加となっている。

・本田　英之様～臨時薬は同内容で5日分、以後定期処方となる。本日、エビリファイ筋注行っている。今後、任意入院へ切り替え予定。家族へ確認していく。

・佐藤　さた様～臨時薬は同内容で7日分処方。

・田端　祐悦様～臨時薬同内容で7日分処方。

・前田　誠子様～タスモリン3→2㎎へ減量、リスペリドンOD4mg追加、コントミン止めとなる。本日、両親来院し面談実施している。退院は5月中旬まで延期とし、外出泊訓練実施していく。

＜新入院患者様＞

氏　　　名：本堂　秀夫（ほんどう　ひでお）様(74)

　生年月日　：昭和18年6月7日
　性　　　別：男性

主　病　名：アルツハイマー型認知症

　病　　　棟：東病棟Aユニット

　入院形態　：医療保護入院

　主　治　医：馬渡Ｄｒ
　サポート医：田名部Ｄｒ

（経過）

　詳細な時期は不明だが、物忘れや同じ物をたくさん買い物することがあり、さくら病院を初診。同院にてアルツハイマー型認知症の診断を受け、入院治療を行なっていた。退院後は症状も安定し、在宅生活で通院継続できていた。1ヶ月ほど前より不機嫌さや介護者である妻や嫁などに暴力的となることが増え、同院にて服薬調整を実施。しかし、病状は安定せず、徐々に妻の介護負担が増大、疲弊し、妻が援助を要す状態となっていることから、入院治療を希望。同院ではベッド満床であるとの理由から、当院へ入院相談に至る。

　家族より症状改善、治療希望があり、平成29年4月14日14：00東病棟Aユニットへへ医療保護入院となる。

